
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
 
 

                                                            
 
 

 
 

                                                      

どんな子どもたちが参加しているの？
・集団が苦手
・順番が守れない
・落ち着きがない
・初めての場所や物事が苦手
・すぐに手がでてしまう・・・　など

どんなことをするの？
・ゲームや遊び、製作活動を中心に実施しています。
・子どもたちの様子や伸ばしたいスキル・支援方法をスタッフで毎回検討し、
　目的に応じたプログラムを立案・実施しています。
・保護者の方に活動の目的や様子をお伝えする時間を毎回設けています。
・同時間帯に保護者向けの子育て教室を開催しています。（※詳細は別号にて紹介予定）
・通われている園や保育所への情報提供を行います。
・ご希望の方には就学時に情報提供書を作成します。
≪活動例≫
活動の基本となる『目や体の動きつくり』・・・サーキット遊び、ころがしドッヂボールなど
集団の中で必要な『聞く』『見る』活動・・・伝言ゲーム、製作活動など
順番、気持ちの切り替え、妥協、相手との関わり・・・協力ゲーム、チーム対抗ゲームなど

※必ず参加できるとはかぎりません。
ご相談はいつでも受け付けておりますので、どなたでもお気軽にご相談下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   リハビリテーション科　作業療法士　田代貴恵子

当院では子どもさんへの発達支援として個別療育と集団療育を実施しています。
集団療育ではソーシャルスキルトレーニング（ＳＳＴ）を通して子どもたちが社会の中で生活して
いくために必要なスキルを身につける支援を中心に行っています。 支援にあたっては作業療法士、
保健師、子育て支援センタースタッフ、保育経験のあるスタッフ
が総合的な視点から関わります。
【対象者】　市内の年中・年長児
【開催日時】毎月１回　第2木曜　（14時から１時間半程度）
【場　所】　上対馬病院別館会議室
【スタッフ】上対馬病院作業療法士など、市保健師、アップルかみつしまスタッフ
【費　用】　福祉医療費の範囲内



  

  
  
  

          

  

 

  
  

  


